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ドイツ音楽

講師泉恵得

リートの定義

くリート(dasLiecl!>という言葉は、現在では神通「歌Illl」と訳され、言い門わされている。

それも特に|析わりがない場合には、ドイツ語で書かれた詩に作I''1された歌曲の総称として使われて

いる。又、通常は狭義に使用され、シューベルト以降のドイツ歌111!を指す場合が殆んどである。こ

こで考えなければならないのは、何故シューベルト以降かという事である。それ以前の作[Ill家達は、

作illlの余技としてしか歌Illlを作っておらず、謂わば、「手なぐさみ」の域をIl'lなかった。その歌Illl

に新しいi'illl値感と生命力とを吹き込み、ピアノftやオーケストラIlllとH等の一分り1としての位I!職を
ゆえん

碓立したのが､シューベルトなのである｡｢歌Isの王｣と¥¥fばれる)ﾘ『以である。ところで､<CdasLied̂ >
たど

という言葉の起源を辿ってみると、中間ドイツ語の<!dazlied̂ -或いは<diuliet>に行き当る。前

者は単数、後者は複数の場合だが、共に、＜歌いよい誹節＞という事を意味している。更に、古高

ドイツ語をさぐれば、<liod>という言葉が出てくるが、これは「讃歌」を意味していて、少々ニュ

アンスを異にしている。<Dasliecl>という言葉を広義に解釈して、ドイツ語の排にIlllを付けた、

比!'境|'|り小さな形式の作MMとするなら、今に伝わる雌,'fのリートは9世紀にできた「ペテロの歌

(Petruslied)」と「ルートヴィヒの歌(Ludwigslied)」であるから、実に1,000年余の歴史を擁し

ている小になる。さて、それではここで簡単にリートの歴史をふり返ってみよう。

リートの歴史

ヴァルター・ヴィオーラ(WalterWiora1906年～ドイツの音楽学者）によれば、シューベルト

以前のリートの歴史を大きく4つに分ける事ができる。先ず、1ﾉﾘ歴800年頃から1150年頃迄の350年。

この時代は文献が少なく、楽譜もあまり残ってないから、その後の時代に比べてはっきりしない所

が多い。岐古のものとして、800年頃、カルル大帝が古い英雄砿を書き取らせ、歌集を糊纂させた

という記述一カルル大帝の伝記作者アインハルト（770～840)－があるが、残念乍ら現在残っ

てない。又、歌詞の現存する「ペテロの歌」だが、音楽ifiiではネウマで書かれており、しかも譜線

がないから音の高低やリズムの擬短は殆んど解読不可能で、当時の人が記憶をII平び戻す為のメモ程

度のものでしかない。歌詩の内容は、先人達や王達の偉業を磯えるものが多く、すなわち、歌によっ

て歴史が語り継がれると言う年代記の役目をリートが果たしていた訳である。
いわゆる

ドイツ・リートの第2期は、1150年頃～1400年頃である。所洲ミンネゼンガー(Minnesaeneer

l'ノド遊i謝人）が出現し、活雌した時代である。ワーグナーのオペラ「タンホイザー」に益腸する主人
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公がこのミンネゼンガーであり、宮廷を足場にして自作の詩に自作の111!をつけた。歌誹の内容は、

物語風なものが多く、聖mマリアへの登美や人間的な愛、1も族的な信仰等多方l川に渡っている。又、

旋律が初めて記諮されて今に残っているのもこの時期で、Oll1llが収められている「イェーナ・リー

ト雄(JenaerLiederbuch)」は1350年頃に作られ、現存している。ミンネゼンガーの代表的な人と

してヴァルター．フォン．デル・フォーゲルヴァイデ(WalthervonderVogelweide1170年頃～

¥2:w年頃）がいる。彼の作MMを1つ兄てみよう。

夏は来ぬ

草わけてうるわしき花々の咲き川で

鳥よろこびのi'.iあぐるとき

我そぞろ歩きして

広けき野辺の清き泉には来ぬ

そは森の畔にて小夜暗烏歌へり

（*||良守峯訳）

これは、彼の作った「夢うらなひ(Traumdeutung)」という詩の1節であるが、この様な自作

の詩に自作のIlllをつけて歌ったのである。それではどんな旋律だったか？彼の「パレスチナの歌」

と、もう一人これもマイスタージンガー（親方歌手）して有名なハンス・ザックス(HansSachs

1494～1576)の「菰金の調べ」の楽譜を次に城せる。

9.Crusaders'Song WalthervonderVogelweide
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10.DerGuldenTon HansSachs
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この第2期の後半では、此謡も又艦んになった。宮廷を中心にしたミンネゼンガー達（貴族）に

代わって、「公衆」－職人、学生、雇人等、様々 な人達によって詩が作られ、作111!され、歌われ、

そして各地に広まったのである。

第3期は、1400年頃～1600年頃の2世紀である。この期の大きな特色は、ポリフォニー・リート

（多声歌曲）の出現である。多声性は、実は、この前の第2期にその"I芽が兄られる。文献には残っ

てないが、伴奏のハープは常に歌と|両lじ音を弾いていたとは|災らず、部分的には、歌と違う音程を

つまびいたりしたし、又、歌'VI部に於いても平行歌I'h(SingeninParallelen)や重｝騨歌",'l

(Ubersingen)と言ったポリフォニー・リート州現の準備が行なわれていたのである。ポリフォ

ー・リートの雌も11｢い楽譜は、「ようこそ、キリスト様(Seiwillekommen,HerreChrist)」とい

うクリスマスの歌で、1390年噸のものである。定旋律は、後|Ⅱ身の様に岐上声部にあるのではなく、

最下声部にある。楽誹の印till]が飴まったのもこの時期で、1512年がその岐初である。リート作Illlの

歴史上、極めてmm.的で、重要な作Illl家の一人が、ルートヴィッヒ・ゼンフル(LudwigSenfl

1490～1543)である。彼の作miの一つ、「五月には、五月には(ImMaien,imMaien)」と、彼の

師ハインリヒ・イザーク(HeinrichIsaac1450年頃～1517年）の「Illと深い谷の間に(Zwischen

pergundtiefemtal)」をここに挙げる。
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36.Zwischenpergundtiefemtal HeinrichIsaac
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多声リートは、う°ロテスタント教会とも強く結び付き、歴史的にも承要なエポックを作る事にな

る。すなわち、定旋律の細Illlから多声的なコラールが生まれ、それが、教会の合哨音楽と、オルガ

ン音楽の基礎を形作る事になるのである。この第3期後半の中心人物がオルランド．デイ．ラッソ

(OrlanodiLasso1532～1594)である。彼は、主旋律声部と伴奏声部という区分けを|I.め、全声

部を自由に作った。つまり、主旋律を歌う主要声部というのは存在せず、各声部が自巾に交替し、

アンサンブルをするという形式を作り上げた。特に彼は5声のリートを好んで作Hi!した。「私の魂

は死ぬほど悲しい(Tristisestanimamea)」を挙げる。

－44－



OrlandodiLasso38.Tristisestanimamea(Motet)
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さて、愈々 第4期だが、これは、1600年～1800年迄の2111皇紀で、〃耐Wバロックの通奏低i塾f付独|ﾘ｜

リート時代である｡その本格的な開始は､1638年に出されたハインリッヒ・アルベルト(1604～1651)

のIⅡI集だが、その以mにも新形式の波はハンス・レーオ・ハスラー(1564～1612)に見受けられる。

ハスラーはイタリアへ冊学し､そこでカンツオネッタやマドリガル等を学び、ホモ・フオニー的なイ

タリア的なもの－すなわち活発さと優美さ、イタリア郷伽のリズム・↑V色効果の使い方等々－

と、ドイツ的なもの－すなわち響きの堅固さや雄々しい退しき、喋牢な楽'''1の構成力等々－と

を見事に汎fⅡさせ、ホモフォニー的なリートを書いたのである。「私の心は乱れている(Mein

G'mu'tistmirverwirret)」を紋せる。
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60.a.MeinG'mutistmirverwirret HansLeoHaRler
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辿尭低i型f付独pハリートを代表するグループ°が「ベルリン・リート楽派(BerlinerLiederschuk,）

である。！渉人ラームラーと、弁,遊士クラウゼ(1719～1770)がその'I'心人物で、介理''19な)Ii兼主我

と|牧う11の}､',fびを広く人々 に知らしめる11をa念として1753年、「畑欣と肱ｲI--(Odenund

Melodien)」というIlll集をillざに出した。この楽派を榊成する作illl家として、C・P．E・バッハ(1714

-1788)、クバァンツ(1697～1773)、カール・グラウン(1703～1759)芋がいる。

ところで、利背を表わす数字とバスの1，↑のみで肥I耕されていたa奏低I↑伴奏が、181112紀後i-にな

ると、伴奏部のすべての商･がMl).耕されてより光余な楽譜に近くなり、それと1")時に伴奏部のイi手と

/,そ手とが譜表を分けて別々にiIfかれる様になった。つまり7sのパートと合わせて3段に昂Iかれる様

になったのである。この肥MM法の確立によって、191叶紀以後脇ﾙlするi'i'J度な作Illl技法と級密なI↑楽

IT.とを粥り込む容器が唯伽ざれたi沢である。

先のベルリン・リート楽派に統いて、この剛「輔2ベルリン・リート楽派(ZvveiteBerliner

Liederschule)」が現われ、i内勤を行なっている。1シュルツ(1747～1800)、ライヒァルト(1752

-1814)、シェルター(1758～1832)等が代表判･で、シュルッは1782年、「比,謡風欣illl(Liederim

Volkston)」を表わしシェルターは「リート・バラード､ロマンス(Lieder,Balladen､undRomanzen)」

を1810年に川版している。彼等は、これまでの,排人迷の作MMを川味乾燥な!汁とし、代わってクロプ

シュトックやケーテ等の緋が取り上げられ、理念としては、民俗的なものを砿祝し、国此的な'11純

さと|ﾘl快さを追求した。
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（シューベルト）

フランツ・シューベルト

「ドイツ|欣lllIはフランッ・シューベルト(FranzSchbert1797～1828)によって発兄された。そ

してシューベルトによって、はじめてlll:界|''りなものになった｡」とドイツの.V楽批評家オスカー・

ビーが、その杵「ドイツ・リート(DasDeutscheLied)」の中で言っている様に、シューベルトこ

そ、典術欣illl(Kunstlied)というものを初めて音楽の1つのジャンルとして確立し、そして大成

した作lllI家である。シューベルトは、詩に内在する諸々の要素一すなわち、リズム、色彩、明暗、

蚊剥、伽炊、緩急等々－に光を当て、そしてそれを大事に取り,T,しでn-楽に生かしたのである。

又、1，卜奏のピアノ・パートをより粘密に充実した書法で書いた半も特兼される。それ迄の歌ftの伴

奏は、典'I'に欣の音程を支えたり、簡'('な変化を^えるものでしかなかったが、彼はピアノという

たった一つの楽器に、実にIllll'i広い表現を/jえている。実際に楽譜を兄てみよう。

シューベルト17歳の時の作MM「糸を紡ぐグレートヒェン(GretchenamSpinrade)」では、糸*

のIl'lるI↑を全[Ill皿して表わしているが、更に微妙に変化する主人公の気持にそって伴奏も変化し、

"P;,i"lのKuss(Pづけ）の所でフォルテになり、大きな昂揚に達する。又、糸の切れる所では伴奏

もプツンと途切れ、｜瞬時の後再びりTかれる。それは拾も糸車が止まり、そして又動き出す様子が兄

える様だ。

－47－

'



’

I
－一安『「

そよ

又、「稗捉樹(DerLindenbaum)」では、fill奏の三迎符の連なりが、神捉樹の紫の戦ぐ爽やかな

背として、又菩提樹に対する愛|背の発露として兇覗に表わされている。

｜面lじ三連符でも、中間部の間奏では、今度は顔に吹き付ける烈風となって激しく連打され、クラ

イマックスを形成している。

DerLindenbaum.

Singstimme.

’Pianoforte.

I
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更に「魔王(Erlkoenig)」では、右手の強烈な連続音は、疾走する馬のひづめの音を、又、左手

の速い音型は吹きすさぶ嵐を表現しているのは、誰にでもすぐ解ることだが、もっとよく耳を澄ま
たてがみ

すと、シューベルトが本当に表現したかった事一すなわち、馬の鼻息の荒さや、乱れる瀧、そ

して馬上の人の無りや恐’l1j、又、特に左手の半音階進行から感じられる闇の中の無気味な物（魔王）

の気配等々がl聴き取れる。

Erlkonig

Schnell

Fﾛ衿,ﾋｰ子可
訂
心
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シューベルトは、又、「美しき水車小屋の娘(DieschoeneMuillerin)」、「冬の旅(Winterreise)」、

「''1烏の歌(Schwanengesang)」という3つの連作歌Ⅲl集(Liederzykrus)を創り出し、それを光

成させた。「白鳥の歌」は少し趣きを異にするが、「美しい水車小屋の娘」（全20|lll)と「冬の旅」（全

241111)の二つの歌illl集については、全Ⅲ1が或る一つの理念によって統一きれている。それは丁度い

くつもの真珠を繋ぎ合わせた首飾りの様に、全111!が一つの状況設定の_上で色々な気分を形作ってい
寸く

る。勿論ドラマではないからはっきりしたストーリーがある訳ではなく、詩人の書いた行1背を掬い

取って、色々な枝振りを持った一本の樹に描き上げたのである。

シューベルトは「糸を紡ぐグレートヒェン」を神いた17歳から、31歳で死ぬ迄、実に600余りの

敬||||を作Illlした。初期の洲作的な作品を除外するとしても、これは能¥lTに仙する数である。このﾘｨ

から、シューベルトは作aaを右から左へと書き散らし、全く推敵をしない作mi家だというイメージ
こんこん

がつきまとう。確かに渡々と湧き出る楽想のままにペンを走らせるという要素はあったが、総てが

そうだった訳ではない｡例えば｢鱒(DieForelle)」は何度も書き直されて4つの異なった楽譜が残っ

ている。（主に、速度表示が違う）

Er8t,eF凪gsung.

Singstimme.

Pianoforte.

ZweiteFaseung;.

Singstimme.

I
Pianoforte.

DritteFa88un質.

Sinffstimme.

（

’
Pianoforte.
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VierteFaSSUng．

Sins-stimme.

Pianoforte.

又、「冬の旅」の第61111月「溢るる涙(Wasserflut)」では、｜面lじ箇所を3回も洲きP'Lした邪が解

る。

(1）

(2）

(3）

ローベルト・シューマン

ローベルト・シューマン(RobertSchumann)(1810～1856)にとって1840年という年は、特別

な意味を持っている。シューマンがクララと結幡した記念すべき年であるという以_'二に、突然奔流

の様にシューマンが歌illlを書きはじめたc所謂「歌の年」である。1939年6月に出した、友人

HermanHirschesへの手紙にシューマンは次の様に書いている。『私は、これまでの人生の総てに

於いて声楽は器楽より劣るものであると考えていたし、ましてや、偉大な芸術になり得るとは考え
や

てもみなかった｡」ところが1840年になると、突然、歌んでいた泉が噴出した様にリートの作Ⅱsに夢

中になり、「ミルテの花｣、「女の愛と生涯｣、「詩人の恋」等の歌illl集をはじめ、この一年間に120曲

余りが作られたのである。『今、歌||||だけを作illlしている。昨日から27ページ程の歌を作illlした。

私は書き乍ら笑い、そして蛸しさの余り、泣いてしまった｡』（1840年2月クララヘ）

－51－

L'．．"－宅■fしU1，1’一一一＝一言－－－－－
ノ dieIiiei.nemBachleinhel..ledaschossinfro.herEil､

Fi.sellermitderBu.-thewohlandemU.ferstand,_und
字〒－－庁=～一一寺=、一一言=－．『てご~＝司季一AID－__一一－－－．､〒___－－コ，

Eノ

罪詳匡蓉
亙其畢字一室
＝ｰ

二一一に
一一一



ー一』一割一一■一一■ーー一ローーーーーr－－－－－－I－－－－

一宙、

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
！
‐
Ｉ
！
‐
Ｉ
‐

縄』

’
曽鳴b

灘灘

蕊謹議
４
’

』
,‘皇=[r埋届:弓盟=EqL

１
１
．
Ｉ
．
‐
’

11卜■EL町

繍#鱗
蝿

(ローベルト・シューマン） (クララ・シューマン）

『私は余り沢山作Illlしているので、時として薄気味悪く思える訓;もあります。でも、そうせざる

を得ません。Nachtigallの様に歌い死んでしまいそうですoj(1840年クララヘ）

これらの手紙からも察知できる様に、婚約者クララヘの愛情のと,)洲は、肢V-ピアノではもどかしく、

言菜という、より限定された明確な意味をもつリートでIl'l接的に訴えるという手段に転換して行っ

たのである。

ンユーマンの歌illlの特徴は、まるで詩を川iMLする様なテンポとリズムで倣われるI:liが多い小であ

る。-門を引っぱって倣うのではなく、しゃべる様な、話す様なスピードで敬われる。この邪から、

ンユーマンを川Ⅱﾊ風リートの刺姑肴とか､又､ワーグナーの楽劇様式の根'I'fであるSprechgesang(
さきがけ

話的歌IlH法）の魁を成すものと言う人もいる。

｢,弥人の恋」より

Mimter.
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シューマンの砿Illlの特徴の第2は、ピアノ・パートの粘密ざである。もともとピアニストになる

べく勉強していたシューマンにしてみれば、そして又、1840年以前に沢Illのビアのmiを書いていた

のであるから、有る意味で当然なのだが、シューベルトより更に雄弁になり、より精微を極めてい

る。例えば歌mi集「詩人の恋(Dichterliebe)」を例にとってみれば、終illlに付けられた後奏の長き
とう

と、その中に艦られた音楽の豊かさと深さには、誰だってl隙目するだろう。

1恥0
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それではここで「詩人の恋」について、実際にはどう歌えばいいかという、実践''1りな油奏法につ

いて番いてみたい。以前に、私が他に杵いたものから、いくつか引用する。

l美しき五月に

ImwunderschonenMonatMai

日本とちがって長い暗い冬を終え、五月頃に森羅万象が一斉に萌え出すドイツの春を喜ぶドイツ

人の心は日本人以上だとよく言われる。1，噸にIIかれたこの曲は、そうした森を迎えた再びと、恋

のときめきとを表現している。曲頭の楽語Langsamは「遅く」という意味の速度指示の語で、イ

タリア語のLento等に相当するものである。zartは普通「柔らかく」とi沢しているが、その他に、

「感じやすい」「傷つきやすい」「若々しい」等の意味もあるから、それらの意味とニュアンスをも

路まえて解釈すべきである。

この節一illlは調性がI愛味で、常に嬰へ短洲とイ優洲の間を揺れ動いているが、これは砦者の初々

しいII"のときめきと、勤い’憧れとを'1if示しているからであるし、また主和i'↑がｲin々出て来ないで、

7小節目になってやっと鳴らされるというリドも''1じ理曲であるから、雌初のピアノの前奏は、そう

いう半をよく拝み込んで弾かれるべきである。此の前奏には2通りのやり方がある。］つは、最初

から左足のセカンド・ペダルを踏んで、勝路いがちに、官能的な程美しい,y.色をねらって弾く方法

であり、もう1つは、初めの3小節はセカンド・ペダルを用いずに、桁大きく弾き、4小節目から

左足のペダルを踏んで余響(Nachklang)的に、内気な性格を暗示して弾く方法である。そして極

めて滑らかに(Legatissimo)アゴーギク(Agogik)に細心の注意をはらって'ﾊiかれなければなら

ない。2つの方法のうち、どちらを選ぶかは、ピアニストの個人的・i'rMり趣味に委ねられている。

I

ImwunderschonenMonatMai.

三
一

I
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歌い出しは春の再びと、恋の芽生えとを内心に秘めて､職いがちに､控え目に歌われねばなら
ないから、声の技術的な事よりも、内的表現の非常に雌しいところである。iゴ頭のImという言葉

は、次にwunderschonenのwが来るから子音のmを塀を離して明瞭に発音して、次のschonen

のschの子汗も強洲して、「美しい」という言葉の語感を表出し、美しい春の訪れを印象づける。

次のMaiの音で、nnが始まってから、初めて主和音になっているのだから、落ち着いた、安定感

のある声にする。また、次の小節のKnospenはKunospenにならぬ様、唇を横に引いておいてか

らKの子i"rを発i'rL>sprangenは蓋が割れるという意味だから、rの巻き舌を沢illやって、やは

り諦感を表HJする半が肝要である。da以下は淵'1アジター卜してテンポをほんの少し速め、Iftの中

に花Ill)いた恋の心mる様な喜びを表現しなければならない。次のピアノの間奏部に4小節にH¥って

書いてあるritは、ここでは、胸のときめきが次第に鎮まって来る半をⅡH示していると解するべき

であるから、あまり遅くなりすぎない方がよい。品った気持が段々とおさまって、次の歌訓に自然

に入っていける様に、ピアニストは奏すべきである。

後奏は、間奏とmじ様に弾かれてよいが、只、Illlの岐後であるからritをそれ相当に遅くする。

雌終小節は7の和音で終わっていて、主和音の代りに此の和音が使われているという事は、injち、

‘隙れのいまだ満たされてない表われであるから、この分散和音は碓1門lとして弾かれるのではなく、

柑梶い帝で、不安定に弾かれるべきである。

へnHHh●一一

甲 し

．”．米

2熱き涙から

AusmeinenTranenspriefjen

気分としては殆んど前曲からの続きである。「私の涙から多くの花が芽|次き、溜息は夜怖烏の歌

声となる」という詩だから、極めてロマンティックだし、ファンタスティックである。このIlllは気

分に任せて速く歌いがちだが、Nichtzuschnellと脂示がある通り、作Illl粁も速くなりすぎる尋}#を

懸念しているから、テンポの設定には十分意を注ぐべきである。

大体」＝63ぐらいのテンポで演奏すればよい。岐初の3小節が此のIlllのモティーフ（動機）で、

これを韮礎にして此の曲は構築されているのであるから、それをよく理解し、此の、謂わば柱とも

言うべきモティーフを印象づける様に歌わねばならない。此のモティーフが何遍か出て来るが、そ

こもH様である。具体的な此のモティーフの歌い方は、此の中での肢も高い音である。について

－55－
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る言葉Sprieoen,Werden,klingen
l

来る歌い方にすればよい。

を目指して少しcrescし、そこにII｣と、重心を持って

Nichtschnell.

I
発.v.では、TranenがTurjinenとなる誤謬を犯しやすいから、ここでも牌を梶く横に引いてから、

すばやく発音する。bliihen,Blumen,Klingen等もI"l様である。またhervorのoは暗い雌背である

から、口を開きすぎて明るくなりすぎない様にする。Seufzerは「溜息」という意味だから、Sの

濁音を沢ill出して、語感を表現すべきだし、次のUndwenndumichliebhast,Kindchenは、口に

州して喋るだけでも蛸し<なる程の期待一WIjも可能性の機い期待一を表わさねばならないか

ら、hastまで少しaccelerandoする。Kindchenは呼びかけで、その前の言葉とは意味上も、文法

上も少し離すべきだから、hastから、Kindchenへ跳び込まずにIill]渦のlHjにセズア（間）－それ

も、瞬時の－を置くべきである。此の間の取り方が極めて微妙で、艇すぎても所謂、間のびする

し、全く無くても不自然だから、十分納得する迄試みて、丁度よい間の呼吸を感得すべきである。

伴奏部にあるスタッカートはテンポをしっかりと保つという意味に解釈した方が一番妥当である

から、切り過ぎると非常におかしい。また3度のn-程間隔で何通も出てくるJ>J乃至ppは歌の旋

律を受けてNachtigall(夜IWif烏）の蹄き声を擬If的に模倣したものであるから、その心算で弾く。

F1FI
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3耕穣よ、百合よ

DieRosedieLilie
はず

愛を得た蒋蕃（詩人）の心の躍動が、左右両手で交互に刻まれる16分音符のリズムに乗って、弾

む様に歌われる。

指示にあるMunterは、「生き生きと」、「陽気に｣、という言葉である。此の|Ⅲではピアノの細|か

い音に乗って、うまくリズム感を出す事が大切である。その為には明るく、重くない、よく当たっ

た声で歌わなければならない｡ﾃﾝポは｣=90ぐらいにする｡

雌初の4小節はHじ旋律なので、ややもすると平板に流れてつまらない波奏になる危険,|ゾ'三がある

が、これは、4小節目のalleに重心を定めて、そこをII脂して敬っていくという方法によって解

決される。

I
9小節|~|のdieEineの後に息継ぎをしなければならないが、イン・テンポだと沢Ill吸う』lfが難し

く、且つ、不I'I然になりがちだから、少しrubatoして、，U継ぎをした方がこの場合自然であるし、

賢明である。

その3小節後からritが始まっているが(a)、それがどこで終るのか作Illl者は書いてない。シュー

マンにはこういう例がまま見受けられ、例えば「蓮の花」(DieLotosblume)の終り近くにもそれ

がある。この様な場合、音楽の流れと、歌詞の内容とをよく検討しつつ、演奏者の理知と美的感覚

とでもって11｣|析を下さねばならない。ここでは、次の小節のSonne(b)迄ritし、ichからア・テン

ポとした方がよい。
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hの小節のTaubeは4度の下降を伴って歌われるがTaubertlのnT愛らしさを表現する為に、

少しポルタンドする。然し、やり過ぎると非常に脈みになるから十分気をつけなければならない。
廿

次のichからは、更に沸きたつ様な心の歓びを表わさねばならないので、幾分テンポをあげ、急､き

込む様に歌う。そして、雌後のdieEineは2度繰返されていて、作nn者の強調の意SIがはっきり

示きれているのだから、2度目のdieEineはよく群<声でたっぷりと歌うべきである。

言葉が終わった後は6小節に亙るピアノの後奏があって尚、鎮まり切らぬ心を表わしているが、

終りの2つの8分音符は、恋を得た碓心と解釈すべきだから、しっかりしたタッチで雌I'Mとして打

鍵する。

← ｰ・二言：と亨一1．F

’U〆駕？ 二二二二＝＝＝ －，瑠/，

げぜ塞手5

＝，ミーー．P頁一．＝－．戸

で

4汝が|職に見入る時

WennichindeineAugenseh'

恋の心は更に昂まり、歌というよりも所謂“喋り”に近い音の並び方となっており－それは

シューマンのリート全体の傾Il1としても言える事であるが、シューベルトよりもシューマンは、1

歩も2歩も朗唱法に傾いている。－起伏の少ない朗唱的な旋律が、しみじみと愛の至柵を語り、

ピアノは微妙な転調によって、心理的な陰騎を描写している。

蚊初、レチタティーヴォ風に歌が先に出て、2小節目では、今度はそれをピアノが棋倣して受け

継ぐという形一調わば歌とピアノとの掛合一になっているから、歌手とピアニストの双方とも

それをよく見窮めなければならない。その上で、ピアニストは、b小節の2拍目から3拍目へかけ

てのcrescはソロ的な意味が濃厚だから、はっきりとcrescし、且つその事によって次のc小節の

schwindetの弱音を生かす様に弾くべきである。つまり、crescとそれに続くピアノ（弱ｻ）の対

比によって歌手に協力し、schwindet(消失する）という言葉の語感をうまく出せる様に助けてや

る訳である。この事は、伴奏者(Begleiter)が、唯単に“伴に奏す~る(begleiten)という事のみ

に終始せず、歌を支え、助け乍ら、尚且歌では表現し切れなかったもの迄､ピアノで表現する、と

いう伴奏の本質を示している。

－58－
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歌ではschwindetのschとLeidundWebのLとWの子音を沢ill川す様にする。e小節のKiis-

se(口づけ）のKも語感を出す為にはっきりと歌われねばならないが、然し、用心してかからない

と、ここには思わぬ落とし穴がある。というのは、Kという子音を強調したいあまり、強く発音す
おそ

ると、大抵の場合乱暴で粗雑な感じになってしまい、逆効果となる拠れが大きいからである。ここ

での岐良の方法は、Kを強く出そうとはせずに、長く引っぱる様に発音する事である。そうすれば

粗暴な感じにならずに済み、且つ、Kiisseという言葉の語感が出易くなる。ここの部分はこの様に

強弱ではなくて、時間的な方法でもって解決されなければならないのである。

このilllのリズム構造を見ると、j》》＋」がその基本モティーフとなっていて、此の形か或いは

それを少し変えた形が随所に見られる。sowerd'ichganzの部分も此のモティフがはっきりと出

ている所であるから、しっかりと歌わなければならないし、また､特にganzのiWiV̂ gの音はよく当っ

た群きのいい声を出す事が肝要である。

－59－



IIや本モティーフ

j小節のHimmelslust(天国の至福）は背が低くなってはいるが、言葉の意味からできるだけ明

るく歌う。また、次のdochwenndusprichstは前に言った基本モティーフのリズムである事にま

ず気づかねばならない。sprichstは子音の多い言葉だが、やはりはっきり発青されるべきだし、特

にehの子音が聴き取りにくいので、細心の注意を配って発音する。

ichliebedich!は間接話法ではなく、彼女の言葉をそのまま出している1i'i'接話法である。その為

に伴奏部に長7度を含んだ微妙な和音が使われている。此の第41111の中で一番の聞かせ所だから、

そっとI職<様な感じで、絶妙な表現をしなければならない。このilllが生きて来るか来ないかは、大

袈裟に言えばこの部分に総てかかっている。

ここに書かれているrilも、どこ迄とはっきり示されてないが、dich迄rilし、soからテンポを

戻すと解釈した方が雄も妥当である。

i
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m本モティーフ

後奏のスタッカートは、テンポを崩さずにしっかりと奏するという意味だから、あまり切り過ぎ

ない様に奏し、繰返した2度目の旋律(Qの小節）は。の音を出すべきだが、その上のfとgの音

にii'iされがちだから、よく注意して弾かなければならない。

I
へ

①（r）
、″

⑨ (潟）
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5我が魂を浸そう

IchwillmeineSeeletauchen

大きな変化がなく、夢見る様に流れ出る歌の旋律と、愛の美酒に酔う蒋粁の心を優しく揺する様

な32分音符の分散和音で奏される伴奏部との織りなす音楽は、全く典）u的なシューマネスクなIll身界

を現出している。テンポは」＝48ぐらいである。

指示のあるLeiseは「軽く」「優しく」「弱く」という意味だから、決して力んだり、鋭い声を出

したりする事なく、優しいロマンティシズムを表現すべく、峰い声ですうっと漂う様に
がく

(schwebelich)歌われねばならない。Kelch(W)は、どちらかと言うと特別な言葉であるから、

lﾘ:音のeを少し短か目に歌って、語尾のchを沢ill川し、他の言葉より桁浮き上がらせる様にして、
ふる

鮮明に発音する。2節の雌初に出ているschauernとbebenは、共に1粟えるという意味であるが、

前者には、恐れ戦〈というニュアンスも含まれている。つまり、ハイネはここで、純粋な爺じらい

を表わしている訳である。だから唱法としてはschの子音を沢|｣l川してschauernの語を強調し、

次のbebenは軽くレガートに歌えばよい。

derKuβは特に重要な言葉であるから、強調しなければならないが、その方法としては、前の
kelchと|面I様に、子音Kを憧〈発音し、語尾のβを早目に言って、この子i蝿↑も侭<時間をかけて歌

えばよい。この様に、レガート唱法で或る言葉を強洲したい時、母n-をﾀ;ﾘかく暇って、その代わり

子断を長く発音するという方法を取ればよい。柵わばレガート唱法を股す邪によって、その部分だ

け他から浮かび上がり、強調されて聞こえる訳である。

者一一一

唖

『「 「

－ 口 寺一 r『r■■

L寵－2龍〃
一 戸

＝

－62－

←-.-.-.-一

グ タ‐~r
iedsoil(fsfchau-emund

＝野r、，言

U－・
be..--ben. 応応

ハH－雪一一一，ー'一 二

ロ

銅 グ銅’第’銅’
聖 一

》
■
里

宗 エ子F苧門

EノMund, 血
△_■ ー

一 ー『’

菅

銅’錦’第'銅'
』唾･P~ロ，弓，弓ロ■■1Ⅱ



Mundとdenの問に8分休符があるが、den以下はderKuβに掛かる修飾節であるから、この

休符で切れ過ぎてはいけないし、また、気持の上でも繋がっていなければならない。このdenか

ら次の小節のgegebenにむかって少しcrescし、wunderbarのwと、siioer,StundのSを強調する。

wunderbarは、せっかちに3連符を歌うか、また遅くなり過ぎるか、どっちかになる危険性を胎

んでいるが、ここでは厳格な程テンポを守るべきである。テンポを崩すのは次のsiigerと言う言

葉で、憧れを軍めた歌にする為に、ここではritが許される。

後奏のピアノは、右手の旋律がはっきり出る様に、且つ、レガートに、そして4回出て来る装飾

音が鋭くなり過ぎない様に弾かなければならない。
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